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域ブランド認証を受けた１）２）。2020 年 2 月に石州瓦工業組合からの打診を受
け、地域団体商標制度による地域ブランドを有する団体と、大学または高校によ
る合同チーム参加型の特許庁主催「全国地域ブランド総選挙」に、地域文化プロ



























































































































  9 月 19 日 現地取材 1：石州瓦工業組合・亀谷窯業・尾上窯・江津市内の 
公共建築物 
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9 月 22 日 オンライン会議：特許庁オリエンテーション 
10 月 1 日 特許庁指定アカウントで Instagram 発信開始（現在に至る） 
10 月 16 日 出前授業：石州瓦工業組合より木村功司氏（木村窯業所） 
10 月 23 日 オンライン取材：経産省中国経済産業局・石州瓦工業組合 
10 月 26 日 学外研修：グラントワ・浜田市内の公共建築物 
11 月 2 日 動画用の絵コンテを総選挙事務局提出 
11 月 6 日 現地取材 2：シバオ・石央セラミックス協同組合・丸惣・ 
            有間窯業所・木村窯業所・石州瓦工業組合 
11 月 27 日 オンライン会議：石州瓦工業組合・木村窯業所 































た。この動画は JR 東日本の商品販売の E モール特設コーナーにおいて、全国地
域ブランド総選挙の石州瓦紹介として WEB 上で 2021 年 1 月に公開された。 














「屋根のきせかえ by 石州瓦 ～タップでチェンジ～」と名付けた瓦の色替えシ
ミュレーションの仕組みを構築した。狙いは、平易なスマートフォン操作によ




と瓦一枚ずつ ver.の二種類）→ 受信者はスマートフォンにダウンロード→ 
瓦の種類選択→ 色の選択→ 屋根・壁・床を着色し完成とする（図２）。 
   
   
図 1 色塗り操作前のテンプレート  図 2 屋根瓦の色彩選択後のイメージ 
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 テンプレート図面には、iPad 上の MediBang Paint で、戸建住宅の二消点透視
図を描いた。試作品の体験モニターを 1 年生に依頼した結果を踏まえた改良版で
は、1 億 DL を突破した ibis Paint X（無料版）を用いて着色する仕組みとし、










来への展望 と 7 項目に分けてまとめ、締め括りの石州瓦のキャッチコピーに
は、「100 年瓦（かわら）ない安心を」を考案した。 
8)ノベルティ製作 






または取材時の写真の提供を受け、2 ヶ月 1 枚の各ページに一社分ずつ写真を掲
載し、総選挙参加記念のノベルティとして取材先へ配布した。このカレンダーの
表紙データは学生自身が撮影した石州瓦の写真を組み合わせてイラストレーター

















































































2)産官学連携プロジェクト参画 3 年生 






































３）松本進「改訂版 図説 やさしい建築材料」(2019)、学芸出版社、pp.98-101 
 
253
